
講  師

無料経営相談（60分）※セミナー参加料金に付帯セミナー参加特典

このセミナーで皆様が得られること

※よくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

お申込み方法

右記QRコードからお申込みください。
https://www.funaisoken.co.jp/seminar/138918
船井総研ホームページ （ https://www.funaisoken.co.jp）の
右上検索マークから「138918」を入力し検索ください。

seminar271@funaisoken.co.jp 0120-964-000 （平日9:30～17:30）E-mail TEL
【お問い合わせ先】 船井総研セミナー事務局

主 

催

【中堅・中小製造業向け】サイバーセキュリティ対策セミナー お問い合わせNo.S138918

138918当社ホームページからお申込みいただけます。 （船井総研ホームページ[www.funaisoken.co.jp] 右上検索マークから「お問い合わせNo.」を入力ください。→

■
■
■
■

■

【徹底解説】あの大手企業を襲った「サイバー攻撃」の正体と中堅・中小企業への波紋・・・昨今のニュースを経営視点で読み解く
狙われるのは「入口」としての貴社・・・なぜ今、大手ではなく地方の中堅・中小企業が狙われるのか？
自社が「加害者」になる悪夢・・・大手得意先のラインを止めるサプライチェーン攻撃の事例
「海外拠点・地方工場」が最大の脆弱性・・・経営陣の目が届きにくい「死角」が狙われる。本社の防壁を無効化する裏
口侵入の脅威とは？
セキュリティガイドラインを満たさないサプライヤーを「経営リスク」とみなす大手企業の心理

■
■
■
■
■

まずはここから！IT担当者がいなくてもできる「今日から始める5つの基本」
生産設備・図面データ・受発注管理…経営者が「死守すべき資産」を再定義する
「守り」から「リカバリー」へ。万が一の際にライン停止・納入停止期間を最小化するための備え
経営者の責任範囲を明確にし、社員に「やらされ感」を出さないための組織ルール
IT投資を「経営の見える化」に繋げる、攻めと守りのITロードマップの描き方

岩松 将史

株式会社船井総合研究所
DXコンサルティング本部 マネージング･ディレクター　橋本 吉弘
DXコンサルティング本部 リーダー 　　 　　　　　　 岩松 将史 橋本 吉弘

一般価格 税抜 ／一名様（税込11,000円）10,000円 会員価格 税抜 ／一名様（税込8,800円）8,000円受講料

開催時間

銀行振込み：開催日 6日前まで　クレジットカード：開催日 4日前までお申込み期日
●会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長 onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へご入会中のお客様のお申込みに適用となります。 

※祝日や連休により変動する場合がございます。

船井総研グループ東京本社 サステナグローススクエア TOKYO

船井総研グループ大阪本社 サステナグローススクエア OSAKA
●JR「東京」駅　地下直結（八重洲地下街経由）、東京メトロ丸の内線「東京」駅　地下直結（八重洲地下街経由）

●JR 大阪駅の直上、西口改札口に直結
※2026 年 1月1日よりイノゲート大阪（梅田）に移転し開催いたします。ご来場の際はご注意ください。

※諸事情により、やむを得ず会場を変更する場合がございますので、会場はマイページにてご確認ください。
また、最少催行人数に満たない場合、中止させていただくことがございます。
尚、中止の際、交通費の払い戻し手数料当のお支払いは致しかねますので、ご了承ください。10：00～12：30

開催日
・

開催場所

2026年4月17日（金）
2026年4月22日（水）

 （受付開始：開始時刻 30分前～）

株式会社船井総合研究所　〒104-0028　東京都中央区八重洲二丁目2番1号　東京ミッドタウン八重洲　八重洲セントラルタワー35階

お申込みはこちらから→

セミナー開催日以降、弊社のコンサルタントへ無料でご相談いただけるサービスです。ご興味・ご関心があるテーマや相談してみたい経営課題について、その分野に専門特化したコンサルタントがサポートいたします。

「100点満点」を目指さない！
「多額のIT投資」は不要！

中堅・中小製造業界向け
工場・出荷を止めないための 判断基準
すべてを守ろうとしない 現実的な優先順位
万が一の時も現場が迷わない 経営の設計図 を整理するセミナーです

もしもの時、

どう判断するか?!

【時流・リスク編】 「工場が止まる」「出荷が止まる」――
2026年、中堅・中小製造業経営者が考えるべきサイバーリスクの現実

【対策・実践編】 「何を、どこまで、いつやるか？」――
被害を最小化し、経営を守り抜くための3ステップ

第1 講座

第2 講座

・ 大手企業の被害は、もはや他人事ではない…
・ 製造業は「止まると影響が大きい」からこそ、狙われる…
・ 100点の対策を目指す予算も、人も、時間もない…

その悩み、
「ITの問題」ではなく
「経営判断の問題」です。



1.このセミナーで得られること 2.なぜ今、製造業が狙われているのか？

3.強い会社がやっている“3つの共通点” 4.本セミナーで扱うポイント（要点）

事業を止めないための「判断基準」
100点を目指さない、現実的な守りの優先順位
万が一の際、現場を迷わせない経営の設計図

経営者が決めるべき最低限のサイバー対策
投資判断を迷わせない考え方
IT担当者がいなくても進められる進め方
事業を止めないためのBCP（事業継続計画）の考え方

「止まらない経営」を、
今のうちに設計しておきませんか？

⇒止まると致命的な領域（システム・データ）に守りを集中。
すべてを守ろうとしない

⇒生産・在庫・出荷を最優先に経営判断。
守る範囲と優先順位を決めている

⇒停止・復旧・連絡で現場を迷わせない。
攻撃後の判断まで“事前に決めている”

「守りが整い、安心して経営に
集中できる状態」を持ち帰っていただきます。

セミナーでは、
ツールや製品の売り込みは

いたしません！

狙われるのは「ITが弱い会社」ではありません
狙われるのは “止めると困る会社” です
中堅・中小製造業は、サプライチェーンの“要”

1

2

3

生産

在庫 出荷

停 

止
復 

旧
連 

絡

シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ

あなたの会社は、 
すでに“入口”になっている
可能性があります。
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	修正2_2026年4月 サイバーセキュリティセミナー_なかB_0206

